
 

 お客様の相場観に合ったオプション・ストラテジーを見つけることができます。
 
 

 お客様のポジション管理をリアルタイム時価ベースで把握できます。 
 

 ポジションの追加・取消し等、ポジションのシフト・入れ替えをわかりやすく 
 分析できます。 

オプション取引サポートツール 
 

『トレーディングサポートＪ-ＧＸ オプション・ストラテジー』について 

  

  

  



１．オプション価格 
 
 日経２２５だけでなく、ＴＯＰＩＸのオプション価格も
リアルタイムで表示できます。 

  
 

限月の切替え 

限月の切替え 

（注）当社ではTOPIXオプションの取扱いはございません。 



２．理論価格 
 

 オプションの理論価格を満期日まで計算 
・日数の経過によって時間価値がどう減っていくのか 
・権利行使価格の違いによって理論価格がどれだけ違うのか 
 →わかりやすく表示されます。 

限月の切り替
え 

 
 



３．ストラテジー 
  

 お客様の相場観に合うストラテジー（ポジション）を 
見つけて損益やリスクを予測・分析できます。 

 
一覧の中から、自分の相場
見通しに合ったストラテジー
を選択 

選択したストラテジーの詳細
を表示 
 
・ ＡＴＭのポジション内容 
・ 損益線 
・ 基本統計数値 

選択したストラテジーを
ベースに自分流にポジショ
ンをカスタマイズ 
 
・ ポジションを追加、削除 
・ 将来の想定損益を試算 

 

 

ポジションの内容 
変更、追加、削除 経過日数を入力してその 

時点の想定損益を算出 

 

 

 選択 

ポジション 
表示 



４．ポジション管理 
 
 複数の証券会社で建てている場合は、ポジションをまとめて
入力すれば、お客様のオプション・ポジション全体での損益
とリスクを把握できます。 

 

１ページ20銘柄 
× 

５ページまで登録可能 

✔を付けたものだけが、次画面の 
「シミュレーション」画面に反映されます。 

 

 



５．シミュレーション 
 
 「４．ポジション管理」で入力した自分のポジションを
自由にカスタマイズして損益・リスクを様々な角度から分
析できます。 

 

 

「ポジション管理」で✔を 
付けたものを表示 



 ６．ボラティリティ 
 

 [日経ボラティリティ指数]と[日経平均ＨＶ]の日足ラインチャート 
 
 ・過去のトレンドを知ることができます。 
 ・日経平均VI（ﾎﾞﾗﾃｨﾘﾃｨｰ・ｲﾝﾃﾞｯｸｽ）先物への投資にも役立ちます。 

 

（注）当社インターネット取引では、日経平均VI先物の買建取
引も取り扱っています。 



利益 損失

マーケットに対して強気のストラテジー

1 合成先物買い 上昇時 ∞ 下降時 ∞ コールの買いとプットの売り
先物を買うのと同じ損益線をオプションを用いてつくる。先

物とのアービトラージにも活用。
相場に対して強気

2 コール買い 上昇時 ∞ 下降時 限定 コールの買い
相場の上昇にベットするが、予想が外れた場合に損失を限

定する
相場に対して強気

3 プット売り 上昇時 限定 下降時 ∞ プットの売り
相場の上昇時には最初に得たプレミアムの利益を確保で

きるが、下降時の損失は無限大

相場の見通しはやや強気だがそれ

ほど大きな上昇とも思わない場合

4 バーティカル・ブル・コール 上昇時 限定 下降時 限定
行使価格の異なる２つのコールのうち行使価格の高いほ

うを売り低いほうを買う

②コール買いに⑧コール売りを付け足したもの。損失を限

定するが得られる利益も限定される。②コール買いに比べ

て、コールの売りのプレミアム分だけ最初のコストを低くお

さえられる。

相場の見通しはやや強気だがそれ

ほど大きな上昇とも思わない場合

5 バーティカル・ブル・プット 上昇時 限定 下降時 限定
行使価格の異なる２つのプットのうち行使価格の高いほう

を売り低いほうを買う

プットを用いて④バーティカル・ブル・コールと同じ損益線を

つくるが、④バーティカル・ブル・コールよりもすぐに利益を

得られる利点がある。ただし、市場価格が２つの行使価格

の間にあるとき、行使される側に立つリスクを負う。

相場の見通しはやや強気だがそれ

ほど大きな上昇とも思わない場合

マーケットに対して弱気のストラテジー

6 合成先物売り 下降時 ∞ 上昇時 ∞ コールの売りとプットの買い
先物を売るのと同じ損益線をオプションを用いてつくる。先

物とのアービトラージにも活用。
相場に対して弱気

7 プット買い 下降時 ∞ 上昇時 限定 プットの買い
相場の下落にベットするが、予想が外れた場合に損失を限

定する。
相場に対して弱気

8 コール売り 下降時 限定 上昇時 ∞ コールの売り
相場の下降時には最初に得たプレミアムの利益を確保で

きるが、上昇時の損失は無限大

相場の見通しはやや弱気だがそれ

ほど大きな下落とも思わない場合

9 バーティカル・ベア・コール 下降時 限定 上昇時 限定
行使価格の異なる２つのコールのうち、行使価格の高いほ

うを買い低いほうを売る。

コールを用いて⑩バーティカル・ベア・プットと同じ損益線を

作る。⑩バーティカル・ベア・プットと比較して今すぐに利益

をいられる利点がある。ただし、市場価格が２つの行使価

格の間にあるとき行使される側に立つ危険を負う。

相場の見通しはやや弱気だがそれ

ほど大きな下落とも思わない場合

10 バーティカル・ベア・プット 下降時 限定 上昇時 限定
行使価格の異なる２つのプットのうち、行使価格の高いほ

うを買い、低いほうを売る

⑦プット買いに③プット売りを付け足したもの。損失を限定

する。得られる利益も限定されるが⑦プット買いに比べて

プット売りのプレミアム分だけ最初のコストを低く抑えられ

る。

相場の見通しはやや弱気だがそれ

ほど大きな下落とも思わない場合

有効な局面№ ストラテジー
リスク

ポジション 狙い

７．ストラテジー（投資戦略）について 
 数多くのストラテジーでお客様のお取引をサポートします。 
 →お客様の投資戦略に合ったストラテジーを見つけることを  
サポートします。 



利益 損失

ボラティリティについて強気のストラテジー

11 ストリップ買い

権利行使価格±

プレミアムから外

れて動いたとき∞

購入時のプレミア

ムの合計に限定
同じ行使価格のコールとプットを１：２の比率で買う

相場が動かなかった際のリスクを限定しつつ、相場が著しく

上昇か下降することを狙う戦略。無限の利益を得られる

が、ポジションを組むのが比較的高価である。

大きく動く相場

12 ストラップ買い

権利行使価格±

プレミアムから外

れて動いたとき∞

購入時のプレミア

ムの合計に限定
同じ行使価格のコールとプットを２：１の比率で買う

⑪ストリップ買いと同様の戦略を、コールとプットの比率を

逆転させてつくる。
大きく動く相場

13 ストラッドル買い

権利行使価格±

プレミアムから外

れて動いたとき∞

両プレミアムの合

計に限定
行使価格と限月が同じコールとプットを同数ずつ購入

同じ行使価格のコール、プットのため⑭ストラングル買いよ

りもコストがかかるものの、⑭ストラングル買いよりも市場

価格が動かなくても利益を得られる。方向はわからない

が、とにかく相場が大きく動きそうな場合に採る戦略。

短期的に大きく動く相場

14 ストラングル買い

権利行使価格か

ら外れて動いたと

き∞

両プレミアムの合

計に限定

同じ限月において、任意の行使価格のプットの買いとより

高い行使価格のコールの買いを同数ずつもつ

⑬ストラドル買いよりもコストを低く抑えられるが、⑬ストラ

ドル買いよりも市場価格が大きく動かないと利益を得られ

ない。⑬ストラドル買い以上に相場が大きく動きそうな場合

に選択する。

大きく動く相場

15 バタフライコール買い 限定 限定

同じ限月で行使価格の異なる３つのコールを用い、行使価

格の最も高いものと低いものを１単位ずつ売り、その中間

のものを２単位買う。

相場が動かなかった際のリスクを小さくする戦略。⑬ストラ

ドル買いよりも小幅の変動でも利益が得られるが、最大利

益は限定される。

大きく動く相場

16 バタフライプット買い 限定 限定

同じ限月で行使価格の異なる３つのプットを用い、行使価

格の最も高いものと低いものを１単位ずつ売り、その中間

のものを２単位買う。

⑮バタフライコール買いと同様の戦略をプットを用いて行う

もの。当初、若干のプレミアム受け取りとなる。
大きく動く相場

ボラティリティについて弱気のストラテジー

17 ストリップ売り

市場価格が行使

価格±プレミアム

の間にあればプ

レミアム分の利益

市場価格が行使

価格±プレミアム

から外れた場合

∞

同じ行使価格のコールとプットを１：２の比率で売る
相場が小動きを予想される場合に仕掛ける。相場が大きく

動いた場合の損失は無限大。
あまり動かない相場

18 ストラップ売り

市場価格が行使

価格±プレミアム

の間にあればプ

レミアム分の利益

市場価格が行使

価格±プレミアム

から外れた場合

∞

同じ行使価格のコールとプットを２：１の比率で売る
⑰ストリップ売りと同様の戦略を、コールとプットの比率を逆

転させてつくる。
あまり動かない相場

19 ストラッドル売り

市場価格が行使

価格±プレミアム

の間にあればプ

レミアム分の利益

市場価格が行使

価格±プレミアム

から外れた場合

∞

同じ行使価格のコールとプットを同数売る

相場がもみ合いで小動きと予想される場合。⑳ストラング

ル売りよりも多くプレミアムを得ることができる。オプション

の売却額の合計が最大利益。相場が大きく変動した場合

には、損失は無限大。

全く動かない相場

20 ストラングル売り

市場価格が行使

価格±プレミアム

の間にあればプ

レミアム分の利益

市場価格が行使

価格±プレミアム

から外れた場合

∞

同じ限月において、任意の行使価格のコールの売りとより

高い行使価格のプットの売りを同数ずつもつ

⑲ストラドル売りよりも得られるプレミアムは少ないが、相

場がかなり変動しても利益を確保できる。オプションの売却

額の合計が最大利益。相場が大きく変動した場合の損失

は無限大。

あまり動かない相場

21 バタフライコール売り 限定 限定

同じ限月で行使価格の異なる３つのコールを用いる。行使

価格の最も高いものと最も低いものを１単位ずつ買い、そ

の中間のものを２単位売る。

相場が大きく変動した場合のリスクを限定する戦略だが、

⑲ストラドル売りよりも最大利益は小さくなる。
全く動かない相場

22 バタフライプット売り 限定 限定

同じ限月で行使価格の異なる３つのプットを用いる。行使

価格の最も高いものと最も低いものを１単位ずつ買い、そ

の中間のものを２単位売る。

21バタフライコール売りと同様の戦略をプットを用いて行

う。当初、若干のプレミアムの支払いとなる。
全く動かない相場

有効な局面№ ストラテジー
リスク

ポジション 狙い

※上記の他にもストラテジーを多数ご用意しています。詳細は口座開設後のお客様向けサービスをご覧ください。
※J-Traderの仕様上、オプション売りのプレミアムをオプション買い代金に充当できませんので、ご注意ください。 



８．指標について 
 

リスク指標を数値で表示することにより、お客様のリスク
管理を客観的かつ強力にサポートします。 

指標 指標の意味 特徴 

デルタ 

原資産価格の変動に対する、オプション
価格の変動率。 
正のデルタは、原資産価格が上昇すれ
ばオプション価格は上昇し、下降すれば
下降するという関係を示しています。 

 ロングのポジションにおいて、コールは正
のデルタ値を持ち、プットは負のデルタ値
を持ちます。 

 ATMではほぼ「0.5」となります。 
 ITMなるに従い「1」に近づきます。（ITM

ほど原資産価格と連動してオプション価
格が変動します） 

 OTMになるに従い「0」に近づきます。
（OTMほど原資産価格との連動性が小さ

くなります） 

ガンマ 

原資産価格の変動に対する、デルタの
変動率。 
デルタはオプション取引において重要な
指標であり、ガンマは、そのデルタがど
う変動するかを分析するための指標で
す。 
ガンマの値が上がれば、原資産価格が
速いスピードをもってポジションで想定
したATMに接近していることを意味しま
す。 

 デルタとは異なり、ガンマはコールに対し
てもプットに対しても常に正の値となりま
す。 

 
 ガンマ値は、ATMのオプションにおいて

最も大きく、ITM、OTMになるに従い少し

ずつ小さくなります。 

シータ 

タイム・ディケイ（時間の経過）によって1
日ごとに失われるオプション価格。 
原資産価格やインプライド・ボラティリ
ティの変動は考慮に入れず、時間価値
がどれくらいのスピードで減少するかを
予想するための指標です。 

 ロングのポジションにおいて、コール、
プットともに常に負の値となります。 

 ATMのオプションは、満期が近づくにつ
れてセータが上昇し、逆に、ITMとOTMの

オプションは、満期が近付くとシータが減
少します。 

 ATMにおいて、セータは最大値となり、
ITM、OTMになるに従い、値は小さくなり

ます。 

ベガ 

インプライド・ボラティリティの変動に対
する、オプション価格の変動率。 
インプライド・ボラティリティが１％変化し
たときのオプション価格の増減をあらわ
します。 

 ロングのポジションにおいて、コール、
プットともに常に正の値となります。 

 ボラティリティの変動による影響は、ATM
で最大となるため、ベガはITMやOTMの
オプションに比べて、ATM付近のオプショ

ンで大きな値となります。 
 また、満期までの日数が長いオプション

の方が、よりボラティリティの影響を強く
受けるため、満期までの日数が長いオプ
ションのほうがベガは大きくなります。 

※上記はご覧いただける指標の一部です。詳細は口座開設後のお客様向けサービスにてご確認ください。 


